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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」は
放
置
す
れ
ば
、
感
染
の
拡
大
に
よ
る

感
染
死
を
中
心
と
し
た
国
民
健
康
被
害
が
広
が
る
と
同
時
に
、
感
染

を
恐
れ
た
人
々
な
ら
び
に
政
府
が
社
会
経
済
活
動
を
一
部
な
い
し

は
大
部
分
停
止
す
る
が
故
に
社
会
経
済
被
害
が
拡
大
す
る
。
本
稿
で

は
、
こ
う
し
た「
国
民
健
康
」被
害
と「
社
会
経
済
」被
害
と
で
構
成
さ

れ
る
災
い
を「
コ
ロ
ナ
禍
」と
呼
称
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
可
能
な
限

り
縮
小
す
る
公
共
政
策
方
針
の
概
略
を
論
ず
る
。
な
お
本
稿
の
提
案

は
、
ウ
イ
ル
ス
学
、
環
境
衛
生
学
、
都
市
計
画
学
、
防
災
学
、
社
会

心
理
学
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
等
の
専
門
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
京
都
大

学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
こ
の
度
改

め
て
筆
者
が
取
り
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
当
ユ
ニ
ッ
ト
提
案
の
詳
細

は
、
同
ユ
ニ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
基
づ
く『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
』の
提
案
」を
参
照
願
い
た

い
。

コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
基
本
方
針

　

以
下
を
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
基
本
方
針
と
し
、
各
種
の
政
策
を
立

案
す
る
。

「
医
療
崩
壊
」
を
回
避
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

「
死
亡
者
数
」「
重
症
者
数
」
の
抑
制
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
対
策
に
よ
る
「
自
殺
者
増
」
を
含
め
た
社
会
的
経
済
的
被
害
も

踏
ま
え
た
上
で
、
長
期
的
な
国
民
的
被
害
の
最
小
化
を
目
指
す
。

　

こ
こ
に「
医
療
崩
壊
」と
は
、
医
療
需
要
が
そ
の
供
給
量
を
大
幅
に

超
過
し
、
感
染
者
の
医
療
が
十
分
で
き
な
く
な
り
、
一
気
に
重
症

者
、
死
者
が
拡
大
す
る
現
象
を
い
う
。
す
な
わ
ち
本
提
案
は
、
こ
の

医
療
崩
壊
を
回
避
す
る
こ
と
を
第
一
優
先
事
項
に
据
え
つ
つ
、
そ
の

前
提
下
で
感
染
症
に
よ
る「
死
者
」「
重
症
者
」の
増
加
と
、
感
染
症
対
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「
コ
ロ
ナ
」が
導
く
大
転
換

策
に
よ
る「
自
殺
者
」の
増
加
等
を
含
む
社
会
経
済
被
害
の
双
方
を
見

据
え
つ
つ
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
社
会
の
ダ
メ
ー
ジ
の
最
小
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

感
染
抑
制
策
に
お
け
る「
自
粛
」が
も
た
ら
す
被
害
の
構
造

　

代
表
的
な
感
染
症
対
策
と
し
て
、

諸
外
国
に
お
け
る
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」

や
現
在
の
日
本
政
府
が
採
用
し
て
い

る
「
八
割
自
粛
要
請
」
に
象
徴
さ
れ
る

国
民
活
動
の「
自
粛
・
禁
止
」が
あ
る
。

こ
の
水
準
に
伴
う「
感
染
症
拡
大
に
よ

る
被
害
」
と
「
社
会
経
済
活
動
の
低
迷

に
よ
る
被
害
」の
間
に
は
、
図
１
の
よ

う
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
自
粛
レ
ベ
ル
が
高
い

と
「
感
染
拡
大
に
よ
る
直
接
被
害
」
は

縮
小
し
て
い
く
が
、「
社
会
経
済
活
動

の
低
迷
に
よ
る
間
接
被
害
」
は
拡
大

し
て
い
く
（
な
お
、
こ
の
図
に
示
し
た
曲

線
は
、
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の

の
、
概
し
て
こ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関

係
が
存
在
す
る
）。

　

た
だ
し
、
自
粛
レ
ベ
ル
が
極
端
に
高
す
ぎ
る
と
経
済
社
会
も
医
療

体
制
も
崩
壊
し
、
か
え
っ
て
感
染
被
害
が
拡
大
す
る
リ
ス
ク
が
生
ず

る
と
共
に
、「
抗
体
」
を
持
つ
国
民
が
増
加
せ
ず
、（
抗
体
に
つ
い
て
は

未
知
の
点
が
多
い
も
の
の
）再
流
行
時
の
感
染
被
害
が
か
え
っ
て
拡
大
す

る
リ
ス
ク
が
拡
大
す
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
後
述
す
る
特
徴
故
に
当
て
は
ま
ら
な
い
が
）、
自
粛
レ
ベ
ル

が
低
す
ぎ
て
死
者
数
が
甚
大
と
な
る
と
、
か
え
っ
て
社
会
経
済
活
動

が
大
き
く
混
乱
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
現
時
点
ま

で
に
様
々
な
情
報
も
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
基
礎
情
報
は
、
感

染
症
対
策
を
行
う
上
で
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

特
徴
１
：
九
五
％
以
上
が
無
症
状
、
あ
る
い
は
軽
症
で
あ
る

　

表
１
に
、
日
本
に
お
け
る
感
染
者
、
死
亡
、
重
症
者
の
年
齢
階

層
別
の
分
布
を
示
す（
五
月
七
日
時
点
）。
こ
の
合
計
の
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
総
感
染
者
数
に
対
し
て
、
死
亡
者
、
重
症
者
は
そ
れ
ぞ
れ
二
％

程
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
て
も
九
五
％
が

無
症
状
、
あ
る
い
は
軽
症
で
済
む
。
な
お
こ
の
表
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
陽
性
に
な
っ
た
も
の
」
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
は
こ
の
十
倍
、
二
十
倍
も
の
感
染
者
が
潜
在
し
て
い
る
可
能

図１　社会経済活動の自粛・禁止レベルと国民的被害の関係のイメージ図
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性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
死
亡
率
も
重
症

者
率
も
こ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
低
く
、
無
症
状
、
軽
症

で
済
む
感
染
者
の
割
合
が

九
五
％
よ
り
も
さ
ら
に
高

い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

特
徴
２
：
死
亡
率
は
若

年
層
で
〇
・
一
％
だ
が
高
齢

者
で
は
そ
の
何
十
倍
、
百

倍
以
上
に
な
る

　

年
齢
階
層
別
の
「
死
亡

率
」に
着
目
す
る
と
、
四
十

代
以
下
（
五
十
歳
未
満
）
の
致

死
率
は
〇
・
一
％
に
過
ぎ
な

い
が
、
七
十
代
で
は
そ
の
五
〇
倍
以
上
の
約
七
％
、
八
十
歳
以
上
に

な
る
と
そ
の
一
一
五
倍
の
約
一
五
％
で
あ
る
。

　

特
徴
３
：
若
年
層
は
仮
に
重
症
化
し
て
も
適
切
な
医
療
が
あ
れ
ば

八
割
方
助
か
る
が
、
高
齢
者
は
重
症
化
す
る
と
死
亡
す
る
確
率
が
非

常
に
高
い

　

次
に
「
重
症
者
中
死
亡
率
」（
死
亡
と
重
症
の
合
計
値
に
対
す
る
死
亡
者

数
の
割
合
）
に
着
目
す
る
。
こ
れ
は
「
重
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
に
お
い
て
、
死
ん
で
し
ま
う
確
率
」
だ
が
、
そ
れ
は
若
年
層
は

二
〇
％
だ
が
、
八
十
歳
以
上
に
な
る
と
八
八
％
と
な
る
。
つ
ま
り
、

五
十
歳
以
下
の
若
年
層
な
ら
、
重
症
化
し
て
も
（
適
切
な
医
療
が
あ
り

さ
え
す
れ
ば
）
八
割
方
命
は
助
か
る
が
、
高
齢
者
に
な
る
と
死
ぬ
確
率

が
高
く
な
り
、
八
十
歳
以
上
で
は
ほ
と
ん
ど
助
か
ら
な
い
。
た
だ

し
、
適
切
な
医
療
が
な
け
れ
ば
、
重
症
化
し
た
場
合
の
致
死
率
は
極

め
て
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
崩
壊
が
起
こ
る
と
、
若
年
層
の
死

亡
率
は
五
倍
に
跳
ね
上
が
る
。

　

特
徴
４
：
高
齢
者
と
同
様
、
基
礎
疾
患
者
、
妊
婦
も
「
コ
ロ
ナ
弱

者
」で
あ
る

　

以
上
の
特
徴
は
年
齢
階
層
別
の
特
徴
だ
が
、
高
齢
者
と
同
様
、
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
力
が
概
し
て
低
い
糖
尿
病
や
心
疾
患
な
ど
を

持
つ
基
礎
疾
患
者
も
同
様
に「
コ
ロ
ナ
弱
者
」で
あ
る
。
な
ら
び
に
、

重
症
化
に
よ
っ
て
流
産
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
妊
婦
も
コ
ロ
ナ
弱
者
と

言
い
得
る
。

　

特
徴
５
：
感
染
の
大
半
が
接
触
感
染
と
考
え
ら
れ
る
。
飛
沫
感
染

と
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
も
あ
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
ケ
ー
ス
の
多
く
が
、
感
染
者
か
ら

発
出
さ
れ
た
飛
沫
が
テ
ー
ブ
ル
や
ド
ア
ノ
ブ
等
に
つ
き
、
そ
れ
を
手

等
で
触
り
そ
の
手
で
口
や
鼻
の
穴
に
触
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
「
接

触
感
染
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
話
や
咳
等
に
伴
っ
て
発

出
さ
れ
る
飛
沫
が
「
直
接
目
鼻
口
に
到
達
」
し
感
染
す
る
（
直
接
）「
飛

表１　日本における感染者、死亡、重症者の年齢階層別の分布

＊同階層における死亡数の「死亡数＋重症数」に対する割合。
出典：東洋経済 ONLINE　新型コロナウイルス 国内感染の状況（5 月7 日時点）

感染者数 死亡数 重症数 重症者中死亡率* 死亡率 死亡率の40代
以下との倍率

80歳～ 1,536人 228人 30人 88% 14.8% 115倍
70代 1,496人 102人 81人 56% 6.8% 53倍
60代 1,743人 44人 89人 33% 2.5% 20倍
50代 2,555人 16人 47人 25% 0.6% 5倍
40代 2,443人 8人 28人

20% 0.1% -
30代 2,267人 2人 7人
20代 2,458人 0人 4人
10代 356人 0人 1人

10歳未満 253人 0人 1人
合計 15,380人 403人 288人 58% 2.6% -
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「
コ
ロ
ナ
」が
導
く
大
転
換

沫
感
染
」
も
あ
り
得
る
と
共
に
、
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
た
微
少
な
蒸

気
等
の「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」を
吸
引
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル

感
染
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
換
気
の
な
い
密
閉
空
間
で
長
期
間
滞
在
す

る
こ
と
で
そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

特
徴
６
：
ク
ラ
ス
タ
ー

は
病
院
と
高
齢
者
施
設
で

六
割
を
占
め
て
い
る

　

図
２
に
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
団
感
染
）
の
施
設
別
分

布
を
示
す
。
ご
覧
の
よ
う

に
死
亡
・
重
症
化
リ
ス
ク
が
と
り
わ
け
高
い
高
齢
者
施
設
や
医
療
施

設
が
六
割
を
示
し
て
い
る
。

　

特
徴
７
：
東
ア
ジ
ア
で
は
、
欧
米
ほ
ど
急
速
な
感
染
爆
発
は
起
こ

ら
な
い
と
い
う
実
績
が
あ
る

　

図
３
に
、
東
ア
ジ
ア
と
西
欧
の
死
者
数
推
移
を
示
す
が
、
こ
れ
に

示
さ
れ
た
通
り
、
東
ア
ジ
ア
の
感
染
死
者
数
は
、
西
欧
諸
国
の
数
十

分
の
一
か
ら
数
百
分
の
一
程
度
の
水
準
で
あ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い

て
は
様
々
な
仮
説
が
い
わ
れ
て
い
る
が
（
自
然
免
疫
の
水
準
の
差
異
、
文

化
的
差
異
な
ど
）、
未
だ
決
定
的
な
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

感
染
症
対
策
の
方
針

　

以
上
の
基
本
的
な
特
徴
を
加
味
し
た
上
で
、
医

療
崩
壊
を
回
避
す
る
前
提
の
下
で
コ
ロ
ナ
禍
の
被

害
の
最
小
化
を
図
る
べ
く
、
下
記
の
五
つ
の
方
針

か
ら
構
成
さ
れ
る
感
染
症
対
策
を
提
案
す
る
。

方
針
１
：
医
療
対
応
能
力
を
迅
速
に
高
め
る

　

十
分
な
財
政
支
出
の
裏
付
け
の
下
、
コ
ロ
ナ
対

応
病
床
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
人
工
呼
吸
器
数
、

軽
症
感
染
者
の
隔
離
施
設
等
を
拡
充
す
る
。
同

時
に
、
医
療
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
薬
剤
（
フ
サ
ン
、

フ
ァ
イ
パ
ン
等
の
予
防
的
使
用
や
ア
ビ
ガ
ン
、
レ
ム
デ
シ
ビ

図３　欧州と東アジアとの間には感染死者数に数十から数百倍の大幅な格差がある

図２　クラスター（集団感染）の施設別分布

出典：ニュースアプリ
　　　NewsDigests 掲載 157 データ（5 月7 日時点）

データ出典：札幌医科大学医学部 附属フロンティア医学研究所 ゲノム医科学部門『人口あたりの新型コロナウイルス死者数の推移』

高齢者施設
18%

事業所
23%

保育園
6%

飲食店
6%

スポーツジム　1%
ライブハウス　1%

医療施設
45%
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ル
等
）
の
検
証
／
許
認
可
と
医
療
施
設
へ
の
供
給
を
拡
充
す
る
。
な

お
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
病
院
経
営
が
赤
字
に
な

る
な
ら
コ
ロ
ナ
病
床
拡
充
等
が
図
ら
れ
な
い
た
め
、
政
府
は
対
応
病

院
に
対
し
て
十
分
な
手
当
、
補
助
金
を
支
給
す
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
能
力
を
高
め
る
と
同
時
に
検
査
基
準
を
緩
和
し
、
医
師
・
保
健

所
の
判
断
で
迅
速
か
つ
大
量
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
作
り
上

げ
る
。
な
お
、
現
在
政
府
が
続
け
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
は
継
続

す
る
。

方
針
２
：「
コ
ロ
ナ
弱
者
」の
保
護
の
徹
底

　

特
徴
２
・
４
を
踏
ま
え
コ
ロ
ナ
弱
者
（
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
者
、
妊
婦
）

全
般
に
、
手
洗
い
う
が
い
、
目
鼻
口
の
接
触
回
避
な
ど
を
奨
励
す
る

と
共
に
、
各
種
検
査
（
抗
体
検
査
、
抗
原
検
査
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
と
各
種
薬

剤
の
優
先
的
活
用
を
図
る
。
ま
た
特
徴
６
よ
り
ク
ラ
ス
タ
ー
が
頻
繁

に
発
生
し
て
い
る
病
院
、
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
抑

止
す
る
た
め
、
換
気
を
徹
底
し
、
コ
ロ
ナ
弱
者
と
の
接
触
者
数
を
可

能
な
限
り
減
ら
す
と
同
時
に
、
接
触
者
全
員
に
対
し
て
検
査
、
薬
剤

を
優
先
的
に
使
用
す
る
。

方
針
３
：
感
染
ル
ー
ト
を
考
慮
し
た「
効
率
的
な
感
染
回
避
行
動
」（
半

自
粛
）に
向
け
た
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底

　

特
徴
５
を
踏
ま
え
、
感
染
の
大
半
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
接
触

感
染
を
回
避
す
る
た
め
に
は「
目
鼻
口
を
触
ら
な
い
」こ
と
が
最
も
効

果
的
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
を
抑
止
す
る
に
は「
換
気
の
徹
底
」が
あ
れ

ば
十
分
で
あ
る
。
一
方
飲
食
に
つ
い
て
は
、「
飛
沫
回
避
」が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
飲
食
中
は
黙
る
か
、
会
話
す
る
な
ら
二
メ
ー

ト
ル
以
上
の
距
離
を
取
る
か
発
話
時
の
み
ハ
ン
カ
チ
等
で
口
を
覆
う

か
の
い
ず
れ
か
で
対
応
す
る
こ
と
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
大
幅
に
回
避

で
き
る
。
以
上
ま
と
め
る
と
、
外
出
時
は
「
目
鼻
口
を
触
ら
な
い
」

「
換
気
を
徹
底
」「
食
事
中
は
飛
沫
に
徹
底
注
意
（
黙
る
／
距
離
を
取
る
か

／
発
話
時
に
ハ
ン
カ
チ
等
で
口
を
覆
う
等
）」
の
三
点
だ
け
に
注
意
す
る
こ

と
で
、
感
染
す
る
／
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
大
幅
に
縮
減
で
き
る
。
逆
に

い
え
ば
、（
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
に
加
え
て
）
こ
の
三
点
だ
け
守
っ
て
さ

え
い
れ
ば
、
外
出
は
も
と
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
、
宴
会
、
パ
ー

テ
ィ
等
も
実
施
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た「
自
制
」を
軸
と
し

た
自
粛
方
針
を
、「
半
自
粛
」
と
呼
称
し
つ
つ
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
広
く
国
民
の
行
動
変
容
を
促
す
。

方
針
４
：
以
上
の
三
方
針
を
基
本
と
し
て
、
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
が
高

ま
れ
ば
各
種
の「
自
粛
要
請
」を
発
令

　

特
徴
３
よ
り
医
療
崩
壊
が
起
こ
る
と
若
年
層
の
死
亡
率
が
五
倍
に

跳
ね
上
が
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
上
の
三
方
針「
以
上
」の
よ
り
強
力

な
行
動
制
限
は
、「
医
療
崩
壊
」の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
場
合
に
お
い

て
の
み
発
動
す
る
。
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
日
「々
二（
あ
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「
コ
ロ
ナ
」が
導
く
大
転
換

る
い
は
三
）
週
間
後
の
医
療
需
要
が
医
療
供
給
を
超
過
す
る
＝
医
療
崩

壊
す
る
」
リ
ス
ク
を
推
計
し
、
そ
の
リ
ス
ク
が
一
定
以
上
超
過
す
れ

ば
、
そ
の
時
点
で
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
形
で
段
階
的
に
自
粛
要
請

を
発
令
す
る
─
─［
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
が
一
〇
％
を
超
え
た
ケ
ー
ス
］

＝
高
齢
者
・
基
礎
疾
患
者
等
の
、
一
〇
人
以
上
の
宴
会
／
カ
ラ
オ
ケ

等
の
自
粛
要
請
と
可
能
な
限
り
他
者
と
の
接
触
の
自
粛
要
請
、［
医

療
崩
壊
リ
ス
ク
が
三
〇
％
を
超
え
た
ケ
ー
ス
］
＝
全
住
民
の
一
〇
人

以
上
の
宴
会
／
カ
ラ
オ
ケ
等
の
自
粛
要
請
、［
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
が

五
〇
％
を
超
え
た
ケ
ー
ス
］
＝
全
て
の
宴
会
／
カ
ラ
オ
ケ
等
の
自
粛

要
請
、
お
よ
び
、
可
能
な
限
り
他
者
と
の
接
触
の
自
粛
要
請
、
一
〇

人
以
上
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
自
粛
、
等
。
こ
れ
を
通
し
て
、
未
然
に
対

策
を
打
ち
、
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と

を
目
指
す
。
な
お
、
こ
の
方
針
を
採
択
し
て
も
特
徴
７
で
示
し
た
よ

う
に
、
欧
米
の
よ
う
な
感
染
爆
発
が
生
じ
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
予
測
式
の
誤
り
等
に
よ
っ
て
「
手
遅
れ
」
と
な
る
リ
ス
ク

は
少
な
く
と
も
欧
米
よ
り
も
低
い
と
期
待
で
き
る
（
な
お
、
こ
う
し
た

対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
が
現
実
化
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
た
場

合
、
木
村
も
り
よ
・
関
沢
洋
一
・
藤
井
聡
「
高
齢
者
と
非
高
齢
者
の
２
ト
ラ
ッ
ク

型
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
」（
経
済
産
業
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
特
別
コ
ラ
ム
）
に
紹
介
し
た
コ
ロ
ナ
弱
者
と
コ
ロ
ナ
強
者
で
医
療
体
制
を
分
離

す
る
方
法
を
採
用
す
る
。
詳
細
は
、
当
該
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

方
針
５
：
感
染
症
対
策
に
伴
う
各
事
業
者
の
粗
利
の
損
失
を
全
額
政

府
が
補
償
す
る

　

以
上
の
感
染
症
対
策
を
行
え
ば
、
医
療
関
係
者
に
お
い
て
は
追
加

投
資
等
が
必
要
と
な
る
と
同
時
に
、
経
済
停
滞
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る

事
業
体
の
収
益
が
大
幅
に
減
少
す
る
。
こ
れ
を
放
置
す
れ
ば
数
十
兆

円
、
数
百
兆
円
規
模
で
経
済
が
縮
小
し
、
倒
産
、
失
業
が
拡
大
し
、

長
期
的
に
自
殺
者
数
が
一
〇
万
人
、
二
〇
万
人
と
い
う
単
位
で
拡
大

し
て
い
く（
詳
細
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ
ッ
ト「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
経
済
不
況
に
よ
る『
自
殺
者
数
』増
加
推
計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を

参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
う
し
た
「
コ
ロ
ナ
不
況
」
を
食
い
止
め
る
た
め
、

政
府
は
徹
底
的
に
国
民
に
支
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
支

出
方
法
と
し
て
は
、
法
人
の
倒
産
と
解
雇
を
完
全
に
防
ぐ
「
粗
利
の

損
失
の
補
償
」
が
得
策
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
で
冷
え
込
ん
だ
消

費
を
喚
起
す
る
た
め
に
消
費
税
凍
結
も
必
要
で
あ
る
。

社
会
・
経
済
を
可
能
な
限
り
傷
付
け
ず
感
染
症
対
策
を
図
り
、

経
済
対
策
も
徹
底
的
に
進
め
る

　

以
上
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、
ま
た
今
回

の
ウ
イ
ル
ス
の
七
つ
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
五
つ
の
方
針
で

あ
る
。
こ
の
方
針
の
利
点
は
、
以
下
の
六
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
【
利
点
１
】現
在
の
政
府
方
針
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
を
基
本
と
し
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て
ウ
イ
ル
ス
の「
抑
え
込
み
」を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
特
徴

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
半
の
感
染
者
が
無
症
状
あ
る
い
は
軽
症
で

あ
る
た
め
、
感
染
者
全
員
を
拿
捕
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
一
方
で
本
方
針
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
で
拿
捕
で
き
な
い
感
染

者
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
つ
つ
、
そ
こ
で
の
感
染
拡
大
を
抑
止

す
る
た
め
に
方
針
２
～
４
を
推
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
感
染
拡
大
、

あ
る
い
は
、
感
染
爆
発
の
リ
ス
ク
を
、
現
在
の
方
針
よ
り
も
よ
り
効

果
的
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
【
利
点
２
】現
在
政
府
が
採
用
し
て
い
る「
自
粛
要
請
」を
中
心
と
し

た
感
染
症
拡
大
策
を
採
用
す
る
前
に
、
方
針
２
の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染

「
予
防
」の
徹
底
と
、
方
針
３
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹

底
を
加
速
さ
せ
、
自
粛
要
請
を
最
小
化
す
る
。
こ
れ
を
通
し
て
現
在

の
政
府
方
針
よ
り
も
効
果
的
な
感
染
症
対
策
を
行
い
つ
つ
、
経
済
的

社
会
的
被
害
を
よ
り
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
利
点
３
】
現
政
府
方
針
は
方
針
２
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
コ
ロ
ナ
弱
者
の
感
染
が
拡
大
し
、
重
症
者
、
死
亡
者
が
容
易

に
拡
大
し
、
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
が
容
易
に
高
ま
る
事
態
が
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
、
方
針
２
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
症
者
、
死

者
の
爆
発
的
拡
大
を
抑
止
で
き
、
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

可
能
性
が
、
現
政
府
方
針
よ
り
も
高
い
。

　
【
利
点
４
】方
針
４
の
自
粛
要
請
は
、「
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
の
回
避
」

を
数
理
的
な
基
準
と
し
て
お
り
、
現
在
の
政
府
の「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
基
準
よ
り
も
よ
り
、
医
療
崩
壊
リ
ス
ク
を
よ
り
低
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
【
利
点
５
】上
記
の【
利
点
１
】【
利
点
３
】【
利
点
４
】故
に
、
医
療
崩

壊
リ
ス
ク
を
回
避
し
な
が
ら
、
ま
た
、（
現
在
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う

に
）
高
齢
者
に
お
け
る
死
者
の
拡
大
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
い
わ

ゆ
る「
集
団
免
疫
」を
獲
得
し
て
い
け
る
可
能
性
が
、
現
政
府
方
針
よ

り
も
高
い
（
無
論
、
免
疫
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
故
、
こ
こ
で
の
記
述

は
あ
く
ま
で
も「
可
能
性
」で
あ
る
）。

　
【
利
点
６
】方
針
５
を
採
択
し
て
い
る
た
め
、
経
済
損
失
が
生
じ
、

倒
産
、
失
業
、
自
殺
が
一
気
に
拡
大
す
る
リ
ス
ク
が
、
現
政
府
方
針

よ
り
も
格
段
に
低
い
。

　

以
上
が
、
京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ
ッ
ト
が
提
案
す

る
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
概
要
で

あ
る
。
繰
り
返
す
が
本
提
案
は
、
医
療
崩
壊
を
避
け
る
こ
と
を
絶
対

条
件
と
し
つ
つ
、
当
該
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
各
種
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
ト
ー
タ
ル
の
被
害

の
最
小
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
本
提
案
が
、
我
が
国
、
そ
し
て

世
界
の
適
正
な
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
改
善
に
貢
献
し
う
る
こ
と
を
、
心

か
ら
祈
念
し
た
い
。


